
1

大阪経済大学
柏原 誠

2011年1月29日
公害・環境デー交流会

 「人間的実学」を現代において具体化
 2002年 経済学部に地域政策学科を新設
 既設の経済学科を含めて，フィールドワークを大胆に取り
入れた体験型学習システムの構築を目指す

 現実社会の様々な問題解決の担い手
→ 地域社会や企業社会と積極的にかかわって，地域の人々や企
業，行政がどのような問題に直面し，その解決に取組む姿を体
験的に学ぶことで育つ

＝ 教室に座って講義を聞き，学術書を学ぶだけでは不足

 2004年10月 地域活性化支援センターの開設
 経済学部がめざす現場主義教育の実現のため,行政,企業,市民団体(以下,
関係団体),個人と連携して地域社会が直面する問題の解決をはかり,そ
れを通じた実習フィールド確保を目指す

 2006年12月 ECOまちネットワーク・よどがわ結成
 2004年12月～2005年６月 経済団体，商店街振興会，市民運動団
体，まちづくりシンクタンク等と取組み課題を協議

 自然エネルギーの普及を軸に，地球温暖化防止と地域活性化の両立を
図る環境まちづくりを進めることを課題に

 2005年11月 「市民共同発電所づくり」実行委員会準備会発足
 2006年５月 「ECOまちネットワーク・よどがわ」準備会に
 2006年12月  ECOまちネットワーク・よどがわ結成総会
 大阪よどがわ市民生協，大阪商工会議所新淀川支部，よどがわ保健生協，
大阪市民ネットワーク，あおぞら財団，自然環境会議八尾，環境問題の解
決に関心を寄せる個人が参加

 自然エネルギー市民の会，気候ネットワーク，大阪自治体問題研究所等が
協力
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 取組みの名称「地域に開かれた体験型環境・まちづくり教
育 市民共同発電所づくりとまちづくり産業振興プログラ
ムの創造」

 課題
1. 問題解決能力の開発を目指して整備した経済学部の体験型実
習・演習体系を科目担当者の創意で近隣住民に開放して地域の
課題を教育に反映させる

2. 温暖化防止と地域活性化を結合するまちづくり産業振興プログ
ラムの創造に学生参加で取り組む

3. それらを通じて，循環型社会構築に資する地域連携型環境・ま
ちづくり教育システムを構築する

＝ 「まちづくり産業振興」という自然科学系とは異なる切り口
で温暖化防止活動に貢献したい

 学生参加で取組む５大プロジェクト
① 市民出資による「よどがわ市民共同発電所」づくり
② 「よどがわアジェンダ2010」「経大アジェンダ2010」の立案・提
案

③ 環境・まちづくりコミュニティビジネス「ECOまちビジネス」の創
造

④ 「ECOまちビジネス」を支える地域金融システムの検討
⑤ 市民レベルの環境支援国際交流事業の展開
 人材育成目標：問題解決能力の育成
 受動的に知識を学ぶというだけでなく，未経験の事態に直面しても，
周囲の人々とコミュニケーションを図り，萎縮することなく前向き
に事態打開に取り組もうとする姿勢・能力

 学習への動機付け
 大学の授業を通じて社会に貢献しよう。貢献できる

 『地域政策オープンカレッジ』
市民開放講座 100名の学生と200名を超える市民が受講
 2006年度「地球温暖化対策の最前線」
 2007年度「低エネルギー社会の構築と脱化石を目指すエネルギー転
換 争点と展望」

 2008年度「低炭素社会への道程」

 『地域生活特殊講義・地域で築く循環型システム：菜の花プロジェク
トⅠ』

 第３プロジェクト「環境・まちづくりコミュニティビジネス「ECOまちビジ
ネス」の創造」に対応

 滋賀県で始まった菜の花プロジェクトをモデルに資源循環型コミュニティの
可能性を探る
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 『地域政策特殊講義・国際ボランティア：貧困・環境問題を学ぶ』
 第５プロジェクト「市民レベルの環境支援国際交流事業の展開」に対応
 緑の地球ネットワーク」「日本ユニセフ協会」「JICA 青年海外協力隊」「ベ
トナム・タイニン省の地域リハビリテーションを支援する会」「アジア協会
アジア友の会」が講師の派遣

 「地域政策基礎実習（済州島短期実習）」

 「海外工場見学」  「海外実習（ドイツ）」
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 『地域生活特殊講義・地域で築く循環型システム：菜の花
プロジェクトⅡ』

 『地域政策特殊講義・国際ボランティア：国際ボランティ
アに取組む』

 国際ボランティア団体の活動に40時間以上従事

 「基礎演習」（藤本高志教授担当）  「地域調査」（遠州尋美教授担当）
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 100年に１度の経済危機

 地球温暖化の深刻化

 グローバル化

 縮小する社会

 かつてない危機の時代をどのように切り開い
ていくのか

 それを担う人材を育てたい

 この人材育成目標は教室では達成できない

 学問は，現実に存在する事実，人間が過去
に積み重ねて来た経験の知識化

 未だ経験していないことは，教室や教科書に
答えはない

 答えは実践の中に

 先進的取組みを重ねている現場を見聞し，
現場の当事者から直接学ぶ

 しかし，それだけでは身に付かない

 地域の人々，地域社会と実際に地域の課題を解
決するプロジェクトに，学生参加で取組む

 現代ＧＰ学生実行委員会の成長が，取組みの
成果の証
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 大学だけでは達成できない

 学外の多くの方達，地域社会とのパー
トナーシップで

 築いて来た様々なネットワーク

 「ＥＣＯまちネットワーク・よどがわ」との
絆が最大の財産


